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重要な安全説明

本製品はプロフェッショナル向け撮影機器であり、専門技術者による操作が必要です。使用
の際は、以下の基本的な安全予防措置を必ず遵守してください：使用前に必ず製品に付属し
ている全ての輸送保護材および包装を取り外してください。

本製品を使用する前に、製品取扱説明書をよく読み、内容を完全に理解し、説明書に記
載された安全指示を厳守して操作してください。これを怠ると、死亡、重篤な傷害、製品
の損傷及びその他の財産被害を伴う安全上の危険が生じる恐れがあります。
ストロボ作動中は高電圧が存在し、電源を切った後も機器内部のコンデンサには一定時
間電荷が残留します。
本製品はプロフェッショナル向けの照明機器であり、子供の使用は禁止されています。子
供が近づく場合は、成人が厳重に監督し、子供による照明機器の衝突や無断使用を防止
し、人身事故の発生を防いでください。
本機器は一般的な照明器具ではなく、通常の照明目的には使用しないでください。眼に
損傷または過敏性のある方は、本機器の使用および直視を避けてください。
使用時は十分に注意し、フラッシュ管およびその周辺の金属部品など高温の部分には絶
対に触れないでください。火傷の恐れがあります。
いかなる場合でも、ストロボを直接人の目（特に乳幼児の目）に向けて照射することは禁
止されています。短時間であっても視力障害を引き起こす可能性があります。眼に違和感
を覚えた場合は直ちに電源を切り、使用を中止のうえ速やかに医療機関を受診してくだ
さい。
フラッシュチューブが損傷した場合は、直ちに使用を中止し、速やかに製造元、サービス
代理店または適格な修理技術者に連絡し、交換してください。事故の発生を防止するた
めです。
損傷した機器や部品の使用は厳禁であり、専門の修理技術者による点検・修理および正
常確認が完了するまで、使用を継続してはなりません。
フラッシュチューブ、保護ガラスまたはヒューズを交換する前に、必ず電源を切るか、バッ
テリー（装着されている場合）を取り外し、機器が完全に電源から遮断されていることを
確認してください。ランプ管を交換する前に必ず 10 分間冷却させ、作業時には絶縁また
は耐熱手袋を着用してください。
フラッシュチューブのプラグを抜き差しする際は、必ず製品の電源を切ってください。プ
ラグを差し込む際は、完全に差し込まれていることを必ず確認してください。
使用中に製品が落下、圧迫、または強い衝撃を受けて外装が破損した場合は、直ちに使
用を中止し、内部の電子部品に触れて感電しないようご注意ください。
一部製品の電源コードは長いため、設置時には適切に配置し、熱源への接触や他者のつ
まずきを避けてください。純正電源コードの使用を推奨します。非純正コードによる損害
は保証対象外となります。
清掃およびメンテナンスを行う前に、必ず電源コンセントから本機の電源プラグを抜いて
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警告
 バッテリーの交換を誤ると爆発危険があります。必ず同一タイプまたは同等のバッテ
リーのみをご使用ください。交換は技術者により実施し、一般の方は行わないでくだ
さい。また、製品およびバッテリーの分解は絶対にしないでください。
バッテリーは直射日光、火気、またはその他の過熱環境にさらさないでください。製
品は雨に濡らしたり、水に入れたりしないでください。
消費者が電源アダプターで充電を行う場合は、CCC 認証を取得し、基準を満たした対
応の電源アダプターを購入して使用してください。
バッテリーの分解、衝撃、圧迫、火中投入を禁止します。著しい膨張が発生した場合は、
直ちに使用を中止してください。高温環境での保管は避けてください。水没した場合
は使用しないでください。
使用時は放熱性の良い場所に設置し、ベッドサイド、布団の上、包みの中など放熱し
にくい環境での使用は避けてください。お子様の手が届かない場所でご使用ください、
子供が使用する場合は必ず大人の指導の下でご利用ください。
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● バッテリーを分解、破損、貫通してはいけません。
● バッテリーは防水機能を有しておりませんので、水や霧に浸さないでください。
● バッテリーの端子をショートさせることを避けてください。
● バッテリーを火気の近くに置かないでください。
● バッテリーを 60° C 以上の高温にさらさないでください。
● バッテリーはお子様の手の届かない場所に保管してください。
● バッテリーに過度な衝撃や振動が加わらないようご注意ください。
● 損傷したバッテリーは使用しないでください。
● バッテリーが液漏れした場合は、漏れた液体に触れないようにしてください。
● 万一、目にバッテリー液体が入った場合は、直ちに 15 分以上水で洗い流し、まぶた
   を上げた状態で液体がなくなるまで十分に洗浄してください。速やかに医師の診察を 
   受けてください。 
バッテリーを取り扱う前に、必ず現地の関連法令を確認し、遵守してください。
本機器の保証期間は 1 年間です。消耗品であるバッテリー、アダプター、電源コー
ドなどの付属品は保証対象外です。
自己修理を行った場合、保証対象外となり修理費用が発生します。
不適切な操作による故障は保証対象外です。
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AD800Pro 一体型屋外用ストロボは、ワイヤレス TTL 高出力ストロボであり、取り外し可

能なリチウムイオンバッテリーを採用し、携帯に便利です。

内蔵された Godox 2.4G ワイヤレス X システムにより、XPro、XPro Ⅱ、X2T、X3 シリーズ

トリガーと連携し、M/Multi/TTL モードで AD800Pro ストロボのリモート制御が可能です。

さらに、Godox 製カメラ上部ストロボ、屋外用ストロボ、スタジオストロボと主従機能を利

用した組み合わせ運用にも対応しています。AD800Pro ストロボを使用することで、より簡

便な撮影体験が得られます。複雑な光環境下においても、自動で正確なフラッシュ露出を

実現し、快適に撮影できます。AD800Pro ストロボは強力な出力と大容量バッテリーを備

え、全シーンでの高速撮影に対応します。単体で太陽光を抑えることができ、外部フラッシ

ュチューブと高効率リフレクターにより、屋外や実景撮影において優れた光質を提供します。

AD800Pro はオフカメラストロボの中でも絶対的主力機種であり、携帯性と高品位な光質

を両立しています。フリーランスの商業フォトグラファー、報道記者、ハイアマチュア、写真

愛好家、ウェディングドキュメンタリー撮影者などにとって理想的な光源です。

はじめに
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神牛の豊富なアクセサリーシステムと組み合わせることで、最適な撮影効果および体験を得
ることが可能です。
ヘッド：H600P ポータブルヘッド。
電源：AC26 交流電源、UC46USB 充電器。
トリガー：XPro、XPro II、X2T、X3 シリーズ。
光学アクセサリー：傘式クイックソフトボックス、球形ランタンソフトボックス、クイック
パラボリックソフトボックス、リフレクター、折りたたみ式ソフトアンブレラ、スヌート
およびライトスタンドなど。

同梱品一覧

別売付属品

本体 × 1 フラッシュチューブ × 1

アンブレラ用リフレクター × 1

リフレクター保護キャップ × 1

バッテリー × 1

充電器 × 1 電源コード × 1

取扱説明書 × 1
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ストロボ角度の調整

フラッシュチューブの取り外し：バヨネットマウントロックを押さえ、リフレクターや
他の付属品を取り外した後、フラッシュチューブをしっかり持ち、平行に引き抜いてく
ださい。

注：フラッシュチューブの装着・取り外し時には、必ず電源を切り、絶縁手袋を着用して作業してください。安全
のため厳守してください。

1. ハンドルを反時計回りに回してロックを解除し、本体の角度を調整した後、ハンドルを時
計回りに回してロックして固定してください。

2. ハンドルを回す際に灯体に干渉する場合は、ハンドル固定部を押さえながらハンドルを引
き抜き、距離を広げた後、引き続き上記の操作 1 を行ってください。
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バッテリーに関するご案内

特性

注意事項

バッテリーの活性化

1. 本製品はリチウムイオンバッテリーを採用しており、300 回の繰り返し充放電に対応し、 
    長寿命です。
2. 安全で信頼性が高く、内蔵回路には過充電保護、過放電保護、過電流保護、短絡保護機    
    能が備わっています。
3. 標準付属のバッテリー充電器を使用した場合、バッテリーの低電量から満充電までの充
    電時間は約 2 時間です。

●  プラス極とマイナス極の短絡を避けてください。
●  バッテリーは防水機能を備えていないため、霧や水中に浸さないでください。
●  お子様の手の届かない場所に保管してください。
●  バッテリーの充電を 8 時間以上行わないでください。
●  バッテリーは涼しく乾燥した換気の良い場所で保管してください。
●  バッテリーを火の近くや火中に置かないでください。
●  使用済みのバッテリーは、必ず地域の規定に従って廃棄してください。
●  バッテリーを 3 ヶ月以上使用しない場合は、満充電して保管してください。

AD800Pro バッテリーの仕様により、1 ヶ月以上使用しない場合、自動的にスリープモー
ドに入ります。1 ヶ月後に再びバッテリーを使用または充電する場合は、バッテリーを起
動してください。起動方法：バッテリー残量表示ボタンを短く押すことで起動されます。
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M：マニュアル発光

1/512 出力から 1/1 全出力まで、0.1 ステップ
単位でフラッシュ出力を設定できます。正確な
フラッシュ露光を得るため、ハンドヘルド露出
計を使用して必要なフラッシュ出力をご確認く
ださい。

M モードの切り替え：MODE ボタンを短押しし
て発光モードを切り替えます。画面左上に 
< M > が表示されている場合、ストロボは M マ
ニュアル発光モードになります。

出力調整 ：このモードでは、回転ダイヤルでフラッシュ出力を調整します。出力を調整します。

F 2561/

S1MCH 23

CC
to.1 1/10600

撮影中にフラッシュ出力を変更する際、下表にて絞り値がどのように変動するかを明確に
確認できます。フラッシュ出力の増減時に絞り値の変化パターンをご覧いただけます。
回転ダイヤルを時計回りに回すとフラッシュ出力が増加し、反時計回りに回すと出力が減
少します。

フラッシュ出力を表示

1/512

1/256

1/128

1/64

1/32

1/16

1/8

1/4

1/2

1/1

1/512（0.1～ 0.9）

1/256（0.1～ 0.9）

1/128（0.1～ 0.9）

1/64（0.1～ 0.9）

1/32（0.1～ 0.9）

1/16（0.1～ 0.9）

1/8（0.1～ 0.9）

1/4（0.1～ 0.9）

1/2（0.1～ 0.9）

（全出力）

MENU ボタンを短押ししてメニューに入り、回転ダイヤルで「光同期トリガー」を選択し、
SET ボタンを短押しして設定画面に入ります。回転ダイヤルで「オフ」/「S1」/「S2」を
切り替えることができます。

光同期トリガーモード（S1/S2）
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Multi：マルチフラッシュ

シャッタースピードの計算

マルチフラッシュを使用することで、一連の高速な発光により、一枚の写真で動体の複数
の像を撮影できます。以下の 3 つの手順で、順にフラッシュ出力、発光回数、フラッシ
ュ周波数（毎秒の発光回数、Hz で表示）を設定します。

1. MODE ボタンを短く押してディスプレイに
    < Multi > を表示し、ダイヤルを回してフラ 
   ッシュ出力を設定します。
2. SET ボタンを短く押し、回転ダイヤルで発光
    回数を設定してください。
3. SET ボタンを短く押し、回転ダイヤルでフラ
    ッシュ周波数を設定してください。

マルチフラッシュ動作中は、発光が終了するまでシャッターを開放し続けてください。
下記の式でシャッタースピードを計算し、カメラに設定してください。
発光回数 / フラッシュ周波数 = シャッタースピード。
例えば、発光回数が 10 回、フラッシュ周波数が 5Hz の場合、シャッタースピードは最低
でも 2 秒でなければなりません。

反射率の高い被写体は、暗い背景でマルチフラッシュを使用することで、より効果的に撮影できます。

三脚および TTL トリガーのご使用を推奨いたします。

フラッシュ出力が 1/1 または 1/2 の場合、マルチフラッシュの設定はできません。

マルチフラッシュ時にも「buLb」をご利用いただけます。

●

●

●

●

注：
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ワイヤレス設定

AD800Pro はスレーブとして、ワイヤレス送信機能を備えたマスターから制御可能です。
対応機種は以下の通りです。XPRO II シリーズ／ X3 シリーズ／ X2T シリーズ／ V1Pro シ
リーズ／ V1 シリーズ／ V860 III シリーズ等。

MENU ボタンを短押ししてメニューに入り、回
転ダイヤルで「ワイヤレス」を選択します。
SET ボタンを短押しし、回転ダイヤルでワイヤ
レスの ON/OFF ／チャンネル／グループ／識別
ID ／ワイヤレス同期から選択できます。いずれ
かを設定した後、MENU ボタンを 2 回短押しし
てメイン画面に戻ります。

パラメータの設定

撮影現場で複数のワイヤレスストロボシステムを使用する場合は、チャンネルを変更する
か、識別 ID を設定することで信号干渉を防ぐことができます。マスターとスレーブは同
じチャンネル番号に設定してください。

ワイヤレス
チャンネル
グループ
識別 ID
ワイヤレス同期

オン / オフ
1-32
0-9、A-F
オフ、1 ～ 99
約 100 メートルのワイヤレス伝送距離

ワイヤレス同期機能を備えていないトリガーを使用する場合は、チャンネル、グループ、
および識別 ID を手動で設定できます。ワイヤレス同期機能を備えたトリガーを使用する
場合は、ワンタッチでワイヤレス同期が可能です。

カメラの電源をオフにし、トリガーをカメラのホットシューに装着し、トリガーの電源
スイッチおよびカメラの電源をオンにしてください。
トリガー X3 の設定：画面上部から下方向にスワイプして < 設定 > を表示し、< 設定 >
をタップしてカスタムメニューに入り、ワイヤレス設定をタップしてワイヤレス同期を
選択します。
ストロボ AD800Pro の設定：MENU ボタンを短押ししてワイヤレスを選択し、ワイ
ヤレス設定でワイヤレスをオンにします。ダイヤルを回してワイヤレス同期を選択
し、SET ボタンを短押してワイヤレス同期を実行します。

ワイヤレス同期（X3 トリガーを例に）

1.

2.

3.

26

Off

Channel

Group

Wireless Sync

IDA

Wireless

Wireless On
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GODOX FT433 機能の使用

より高い信号安定性と強力な耐干渉能力を実現し、ストロボの精密な制御を行うために、
GodoxFT433 トリガーのご使用を推奨いたします。FT433 トリガーは【送信機 FT433】
と【受信機 FR433】の 2 部構成で、内蔵の 433MHz ワイヤレスモジュールにより、伝送
距離を延長しつつ、耐干渉性を大幅に向上させ、安定で精密な撮影体験を提供します。
FT433 トリガーは、キヤノン、ニコン、ソニー製ホットシュー搭載カメラに対応し、
AD800Pro、AD100Pro II、AD200Pro II、AD400Pro II、AD600Pro II、AD600BM II などの
Godox の新しい第 2 世代ストロボに適用可能です。

使用方法：

トリガー、カメラ、およびストロボの電源を切った上で、送信機 FT433 をカメラのホ
ットシューに装着し、受信機 FR433 を AD800Pro 本体の USB-C アップグレード端子
に接続してください。また、送信機と受信機の上部にあるアンテナを回して引き出し
てください。その後、トリガー、カメラ、およびストロボの電源をすべてオンにして
ください。
FT433 の設定方法：MENU ボタンを短押ししてメニューに入り、<  > を選択後、
SET ボタンを短押ししてチャンネルと識別 ID を設定してください。設定が完了したら、
MENU ボタンを短押ししてメイン画面に戻ってください。 MODE・LOCK ボタンを短
押ししてトリガーモードを設定し、回転ダイヤルを操作してトリガーの段階パラメー
ターを調整してください。
 AD800Pro の設定：MENU ボタンを短押ししてメニューに入り、回転ダイヤルで「ワ
イヤレス」を選択し、SET ボタンを押して決定します。トリガーと同じチャンネル、
グループ、識別 ID を設定してください。
カメラのシャッターを押すと発光し、トリガーの状態表示灯が赤色に点滅します。

1.

2.

3.

4.

注：FT433 トリガーは別売です。
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MENU メニュー設定

Wireless

Flash Mode

Photocell

HSS

Model

Beep

Type

Standby

Auto Off

Brightness

Delay

Off
On
Normal
Color
Freeze
Off
S1
S2
Off
On
Inter
Cont
Off
On
1/512
1.0

30sec

1min

2min

3min

Off
30min
60min
90min
120min
20%-100%

Off
0.01s-30.0s

ワイヤレス設定をオフにする
ワイヤレス受信をオンにする
標準ストロボ発光
M モード﹙ハイスピードシンクロ無効時﹚で使用可能
M モードおよび Multi モードで使用可能
光同期トリガーをオフにする
M モードおよび TTL モードで使用可能

ハイスピードシンクロをオフにする
M モードおよび TTL モードで使用可能
ストロボ発光時に造型灯は自動消灯します
ストロボ発光時に造型灯が点灯し続けます
ブザーオフ
ブザーオン
ストロボ出力段階は 1/512 ～ 1/1 で表示されます
ハイスピードシンクロ無効時は 1.0 ～ 10.0 の出力
段階が表示されます
30 秒以上操作がない場合、ディスプレイはスリープ
モードに移行します
1 分以上操作がない場合、ディスプレイはスリープ
モードに移行します
2 分以上操作がない場合、ディスプレイはスリープ
モードに移行します
3 分以上操作がない場合、ディスプレイはスリープ
モードに移行します
自動電源オフをオフにする
30 分後に自動電源オフ
60 分後に自動電源オフ
90 分後に自動電源オフ
120 分後に自動電源オフ
回転ダイヤルで輝度値を設定します

遅延フラッシュをオフにします

遅延フラッシュ時間

機能アイコン オプション 説明
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出力

1/1

1/2（+0.7）

1/2（+0.3）

1/2

1/4（+0.3，+0.7）

1/8（+0.3，+0.7）

1/16（+0.3，+0.7）

1/32（+0.3，+0.7）

1/64（+0.3，+0.7）

1/128（+0.3，+0.7）

1/256（+0.3，+0.7）

1/512（+0.3，+0.7）

回数

80

105

128

160

210

375

800

1060

過熱保護機能が作動する連続発光回数：

2130

機器の安全な運用を確保するため、システムは常に予防保護を行っています。以下の表示
記号をご参照ください。

ハイスピードシンクロモード時に過熱保護が作動するまでの連続発光回数：

2. その他の保護

出力

1/1

1/2（+0.3，+0.7）

1/4（+0.3，+0.7）

1/8（+0.3，+0.7）

1/16（+0.3，+0.7）

1/32（+0.3，+0.7）

1/64（+0.3，+0.7）

1/128（+0.3，+0.7）

1/256（+0.3，+0.7）

回数

64 

70

90

115

140

180

210

235

255

画面表示

エラー

エラー

エラー

警告内容

ストロボ充電システムに問題が発生し、充電およびトリガーができません。再起動して

ください。解決しない場合は修理を依頼してください。

フラッシュチューブ両端の電圧が異常に高くなっています。修理を依頼してください。

ファームウェアアップグレードに誤りがあります。正しい手順でファームウェアアップ

グレードを行ってください。
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仕様・仕様パラメータ

型号

ワイヤレススレーブモード

発光モード

ガイドナンバー（1/1 段階）

発光持続時間 (t=0.1)

出力（1/1 段階）

段階

マルチフラッシュ

同期方式

遅延発光

マスク

ファン

ブザー

発光持続時間表示

光同期トリガー

表示

モデリングランプ
最大入力出力

輝度調節範囲

CRI 

TLCI 

CCT 

ワイヤレスフラッシュ（2.4G ワイヤレス機能）
ワイヤレス機能

制御可能スレーブ

伝送距離

チャンネル

識別 ID

AD800Pro
ワイヤレスモード（キヤノン E-TTL II、ニコン i-TTL、ソニー、オリ

ンパス、パナソニック、富士、ライカ、ペンタックス対応）

ワイヤレスオフ：M/Multi

ワイヤレススレーブモード：TTL/M/Multi

110（ISO 100、メートル単位、高効率リフレクター使用時）

標準：1/350 秒～ 1/11400 秒

色温度：1/350 秒～ 1/9220 秒

フリーズ：1/5020 秒～ 1/35710 秒

800Ws

10 段階：1/512 ～ 1/1（各段階で 0.1 単位の微調整が可能）注：色温度

モード時は 9 段階

搭載（回数：100 回、周波数：100Hz）

ハイスピードシンクロ（最高 1/8000 秒）、フロントカーテンシンクロ、

リアカーテンシンクロ

0.01 ～ 30 秒

√

√

√

√

S1/S2/OFF

カラーディスプレイ

40W

10%-100%

平均≥ 97

平均≥ 98

2800K-6000K

スレーブ / オフ

16 組：0-9、A-F

約 100 メートル

32 組：1-32

01-99/OFF





製品保証
お客様へ、本保証書は保証サービスを申請する際の重要な証明となります。販売店と共にご

記入の上、大切に保管してください。ありがとうございます。

製品情報

ユーザー情報

販売店情報

備考

型番

氏名

連絡先住所

名称

連絡電話番号

連絡先住所

販売日

製品バーコード

連絡電話番号

注：本表は販売店の押印により確認されるものとします。

本書類は、関連する《製品保証情報》（後述）に記載された製品に適用され、それ以外の製品や
部品（例：キャンペーン品、景品、および出荷後に追加された部品等）は本保証の対象外となり
ます。

製品情報

製品および部品の保証期間は、関連する《製品保証情報》に基づき実施されます。保証期間は製
品の初回購入日より起算し、購入日は保証カードへの記載日に準じます。

保証期間

お客様は製品の販売店または認定サービス機関に直接ご連絡いただくか、神牛製品アフターサー
ビス電話までご連絡ください。弊社サービス担当者が対応いたします。保証申請の際は、有効な
保証カードを保証の証明としてご提示いただく必要があり、それによって保証を受けることがで
きます。有効な保証カードをご提示いただけない場合でも、当社が製品または部品が保証対象で
あると確認できた場合には、保証サービスを提供できます。ただし、これは義務ではありません。

保証サービスの受け方




